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【背景・目的】発達性読み書き障害  (Developmental 
Dyslexia; 以下、ディスレクシア) は、知的発達に遅れは

ないが、文字の読み書きに困難が生じる 1)。日本人では、

学習障害の中で最もその数が高く、人口の 2～3％に出現

するとされている。日本学生機構の調査では大学生にその

数が、年々増加傾向にあると報告されている。ディスレク

シアは、視力や視野に代表される視覚機能には異常がなく、

高次の脳機能の異常による特異的な認知特性をもつこと

が特徴である。現時点で、ディスレクシアは神経心理学や

認知心理学の分野での事例研究の段階であり、その評価・

解釈・指導方法は確立されていない。 
Wide-range Assessment of Visual-relation Essential 

Skills (以下、WAVES) は、主に学童期の子どもを対象に

した視覚関連基礎スキルの評価キットとして開発された。

視力、視野、両眼視、調節、色覚など眼科的な領域からは

判断できない広範囲な視覚関連基礎スキル (8 領域、10 種

類の下位検査) を評価することができる。 
今回、大学生の視覚関連基礎スキルの評価を目的として、

WAVES を実施した。 
 
【方法】対象は、大学生 24 名 (男性 12 名、女性 12 名、

平均年齢 19.92±1.98 歳) である。視力不良、読み困難の

自覚のある者は除外した。 
WAVESの基本検査10項目 (線なぞり、形なぞり、数

字見くらべ、形おぼえ、形さがし、形づくり、形みきわ

め、形おぼえ、形うつし) と補助検査4項目(大きさ、長

さ、位置、傾き) の検査を施行した。測定は、静粛な個

室での環境を作り、検者と被検者が一対一での対面検査

とした。 
 
 
 

10 項目の検査の評価点から WAVES プロフィール自動

換算ソフト ver1.2 を用いて、視覚関連基礎スキルの 4
つの指標 (表 1) を求めた。各指標指数の平均点を比較

し、それぞれの相関を求めた。 

【結果】視知覚と目と手の協応指数 (VPECI) の平均は

119.96±10.54 、目と手の協応全般指数  (ECGI) は

119.88±22.08、目と手の協応正確性指数  (ECAI) は
112.00±10.54、視知覚指数 (VPI) は 111.79±9.49 であっ

た。各指標指数の間に交互作用はなかった (二元配置反復

測定分散分析、p>0.05、図 1)。 

指標指数の相関では VPECI は全ての指標と、ECGI は
VPECI と、ECAI は VPECI および VPI と、VPI は VPECI
および ECAI とそれぞれ有意な相関を示した(Spearman
順位相関係数検定、p<0.05、表 2)。 

【考察】WAVESは小学１年から６年までの計3,713名のデ

ータを基に標準化された検査であるが、大学生では4つの

指標指数が学童に比べて1～2割増加することが分かった。

視覚の入力系は8歳頃までが感受性期であるが、統合系お

よび出力系は視覚の感受性期以降も発達を続け、複数の知

覚情報の統合がなされることで視覚情報処理能力が向上

することが推察された。 
 
【結論】視知覚と目と手の協応指数が最も視覚関連基礎ス

キルを反映していた。 
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【背景・目的】同一の刺激が提示順に応じて異なる強度

に感じられることを順序効果と呼ぶ。この効果は先行す

る刺激の影響が遷延するために生じると解釈できるため、

何らかの記憶が関与すると考えられる。 
 記憶は持続時間によって感覚記憶、短期記憶、長期記

憶に分類され、それぞれ関与する脳部位が異なると考え

られている。順序効果の脳内機構を明らかにするため、

内山らによる昨年度の卒業研究に引き続いて、安価な

Android タブレット端末を用いて Müller-Lyer 錯視にお

ける順序効果の持続時間を検討した。 

 長さにおける順序効果が 2 秒以上持続するという内山

ら 1)  の結果から、順序効果が感覚記憶ではなく短期記憶

ないし長期記憶によってもたらされることを示唆された。

また、鋏角 45 度でも鋏角 90 度と同程度の順序効果が見

られたところから考えて、錯視と順序効果とは異なる機

序によると思われた。  
 

【方法】10 名の健康被験者に安価な Android タブレット

端末 (約 6,000 円) を操作させ、Müller-Lyer 錯視におけ

る主観的当価値 (Point of Subjective Equality; PSE) を計

測した。その際、先に固定長の標準刺激を提示し、一定

時間マスク画面 (空白) を表示した後に比較刺激を提示し

た。回答方法は標準刺激に対して比較刺激が長いか短い

かの forced two choice とした。鋏角 (矢羽と主線のなす

角度) は 45 度と 90 度の 2 種類とし、マスク画面表示時

間 (マスク時間) は 2 s、10 s、30 s、60 s、300 s の 5 種

類を用いた。 
 マスク時間 2 s 及び 10 s では、恒常法を用いた。各鋏

角・マスク時間・比較刺激長について 20 回の刺激を行い、

「長い」と答えた比率と比較刺激長から精神測定関数を

プロットし、比率が 0.5 になる比較刺激長を直線補間に

よって推定して PSEとした。マスク時間を 30 s以上にと

った場合、恒常法では実験時間が極端に長くなり、被験

者の忍耐力を超えたため、調節法に変更した。調整法で

は、マスク時間経過後に比較刺激を含む操作画面が表示

され、被験者は画面上のレバーを操作して、標準刺激と

同じ長さになるように比較刺激の長さを調整した。 
 マスク時間の設定は Android アプリケーション内での

計時によって実装した。Toda 2) による結果から、この程

度のマスク時間では、安価な Android 端末の内部計時で

も十分な精度が得られると考えられた。データ解析には

R(https://www.r-project.org) お よ び 井 関 龍 太 氏 の

ANOVA 君(http://riseki.php.xdomain.jp/index. 
php?ANOVA 君)を用いた。 
 
【結果】平均 PSE と標準刺激長との差を各鋏角・マスク

時間ごとに図 1 に示す。 repeated measures two-way 
ANOVA を行った結果、マスク時間の効果はなかった (p 
= 0.172)。一方鋏角 45 度の場合の平均 PSEと標準刺激長

との差 (ΔPSE) は鋏角 90 度の場合より有意に短く (p < 
0.0001)、本実験系においても正しく Müller-Lyer 錯視が

成立していたことがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】長さにおける順序効果が 60 秒以上持続するとい

う今回の結果は、順序効果が感覚記憶ないし短期記憶で

は説明できないことが示唆された。また、鋏角 45 度でも

鋏角 90 度と同程度の順序効果が見られたところから考え

て、Müller-Lyer 錯視と順序効果とは異なる機序による

という内山らの結果が、長いマスク時間においても再現

された 。 
 

【結論】Müller-Lyer 錯視の実験系を用いて長さの順序

効果の持続時間を調べた。順序効果は 60 秒以上持続し、

順序効果の基盤が長期記憶であることを示唆した。 
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図 1 PSE の時間経過 
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